
【 トヨタ自動車様でのカラス対策 】

トヨタ自動車様では、生産された４０００台の車をストックされるモータープールをお持ちです。

そこに並べられた出来立ての新車に、カラスが投石しキズを付けます。

これを防ぐべく、７台のU-sonicを写真の照明塔に設置、鳴らし始めました。

見事にカラスが来なくなりました。

別の場所で対策する事になり、この7台を移設されたところ、またカラスが戻ってきました。

U-sonicの効果があるという証です。

今では、４０台を超えるU-sonicが稼働しています。

【 太陽光発電所におけるカラス対策 】

太陽光パネルにも、カラスは投石します。

キラっと光る物への、イタズラ・攻撃性なのでしょうか？

パネルを割られると、発電効率が落ちてしまいます。

頻度が増えれば、運用コストとしても無視できなくなります。

あるメガソーラー（大規模太陽光発電所）で、実証実験が行われました。

U-sonic設置前、３ヶ月間で３７枚割られていました。（12.33枚／月）

U-sonic２台設置後、８ヶ月間で１４枚だけ割られました。（1.75枚／月）

赤点が設置前に割られた場所、緑点が設置後に割られた場所です。

興味深いのは、緑点がちょうど音波の死角になる場所になります。

この後、死角を無くす為追加の２台を含めた、計４台で運用しました。

すると、１３ヶ月間で７枚を割られただけでした。（0.54枚／月）

これらの結果を見ていただければ、U-sonicの実用性をご理解いただけるはずです。

「食べる」という生死に関わる行為は、ストレスが掛かる状況下でもガマンして行います。

しかしイタズラなどの行為は、わざわざストレスの掛かる場所に行ってまでは行いません。

そんな理由で来なくなると、推察しております。

ここでイタズラをしなくなったカラスは、違う場所でイタズラを行っている事でしょう。


